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．成果の要約 

 ブロードキャスターによる可変施肥は、概ね設定通りに施肥できた。 

可変施肥をした場合、基肥、追肥ともに可変施肥した場合の方がほ場内のＮＤＶＩ値のばらつき

が小さくなった。収量の向上や肥料コストの削減効果は認められなかったが、ほ場内の地力の違い

による生育ムラを修正するための技術として効果が期待できる。 

 

７．目 的 

岡山市南部の平坦地では0.5～１ha区画のほ場で経営耕地面積20ha以上の経営体が33戸あり(平成

27年センサス)、水稲・麦の複合経営を中心に営農している。 

これら経営体を中心として、より一層の経営規模の拡大と生産性の向上を推進するため、令和元

年度に水稲(アケボノ、朝日、山田錦)で実施したリモートセンシングによるＮＤＶＩ値を施肥マッ

プデータに変換し、可変施肥対応の無人ヘリによる追肥を行った。しかしながら追肥による増収効

果は判然としなかったため、再度、リモートセンシングと可変施肥についての効果を検証した。 

 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）基肥、追肥ともに可変施肥を行った結果、設定通りの施用量となった(表１)。 

（２）生育調査の結果、可変施肥と慣行施肥で草丈、茎数、葉色の違いは見られなかった。 

（３）表２から、可変施肥を行うことによって、肥料コストの低減や収量の向上につながっていない。

また同一地区内で施肥前の土壌の可給態窒素と収量の関係性を見ると、可給態窒素が高い区の収量

が高くなっている傾向がある。このことから、可給態窒素の高いほ場、すなわち地力のあるほ場は

収量が高い傾向であると推察できる。 

（４）追肥前に植物体の窒素吸収量を調べた結果（表３）、北七区を除いて、基肥に可変施肥を行っ

た区の方が、生育のばらつきが小さくなった。 

（５）基肥の可変施肥を行った区は追肥前の 8/18 の時点で慣行区よりほ場内のＮＤＶＩ値のばらつ

きが小さくなった。また追肥を可変施肥で行った区は、追肥後の 9/1 の時点で慣行区よりほ場内の

ＮＤＶＩ値のばらつきが小さくなった（表４）。 

（６）以上の事から可変施肥によりほ場内の生育の均一化を図る効果が期待できる。 

 

９．問題点と次年度の計画 

（１）ＮＤＶＩ値を活用した追肥指導 

 ・地力の高いほ場では可変施肥により生育を均一にすることはできたものの収量の向上につながら

なかったが、地力の低い砂壌土のほ場での予備調査では収量が向上する傾向があったことから、

今後、土質の確認と併せて現場で活用する。 

（２）ＮＤＶＩ値の新たな活用法の検証 

 ・収穫期判断に活用できるか検証する。 

 

 



１０．主なデータ 

表１ 各区の肥培概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 収量性の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 植物体の窒素吸収量  調査日:8 月 20 日 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

表４ ほ場内の NDVI 値のばらつき                  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 


